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（１） 位置づけ

里地里山に造詣の深い有識者で構成し、国内の里地里山での自律的な保全再生を促進し、人と自然の
関係の再構築を図るために必要な検討を行うもの。

下記について検討を行う。
① 生物多様性のほか、多様な観点から将来に引き継ぎたい重要里地里山を検討・選定。
② 里地里山の保全再生の促進のため、生物多様性の視点に立った自然資源の管理・利活用方策の検討。

① 里地里山保全・活用検討会議は１０人の有識者で構成。
② 関係各省（文化庁、農林水産省農村振興局、林野庁、国土交通省都市・地域整備局）がアドバイザー
として、参加。

（２） 役割

里地里山保全・活用検討会議について
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里地里山保全・活用検討会議における検討内容

生物多様性の保全とその恵みの利用が調和
・長年にわたる人と自然の相互作用、文化的な営み
を通じて持続可能な自然資源利用が実現
・多様な生物の存続に不可欠な生息環境を提供

かつての「里地里山」

・我が国全体の生物多様性の存続を図る上で、里地里山の保全再生の成否が極めて重要な要素

・生物多様性の恵みを将来にわたって享受できる自然共生社会を実現する上で、奥山と都市の間に位置し国土の4割を占める里地里山におけ
る人と自然の関係の再構築が大きな課題

・森林、草地、農地、水辺地など多様な環境の組み合わせやつながりを考慮し、これらを一体的な空間として捉えて、各省連携で総合的に取
組を推進

・取組への多様な主体の参加は、都市住民等が里地里山の自然環境に触れる機会を創出し、癒し、安らぎを与える効果が期待

・地域経済の活性化の観点もふまえつつ、里地里山の恵みを享受する圏域全体として里地里山を支える仕組みの構築を検討。

・里地里山の管理から生じる木材や草本資源をエネルギー資源として活用することにより、地球温暖化対策にも貢献

社会経済状況の変化により人と自然のバランスが崩壊
・特有の生態系が荒廃、生物多様性の著しい劣化
・国土保全機能の低下、深刻な鳥獣害の一因
・農地での害虫の抑制、花粉媒介などの働きも低下
・地域固有の文化や景観の喪失

現在の「里地里山」

これまでの経緯

今後の方向性

１ 各地域の生物多様性を将来的に維持していくうえで重要な里地里山を選定

２ 生物多様性の視点に立った自然資源の管理・利活用方策等の検討・提示

対策（この会議で検討）

○ 絶滅危惧種など生物多様性の保全やその他の観点から重要な里地里山の選定と、その保全・再生のための
取組強化。
○ 重要な里地里山での取組を分析・整理し、地域特性に応じた課題解決の処方箋等を提供することにより他
の地域での取組を促進

○ 森林・農地など多様な自然環境を一体的に捉えて、生物多様性の観点から、保全・利活用する手法を策定
○ 地元住民だけでなく、都市住民、民間企業など多様な主体が参加し、里地里山の恵みを受ける圏域全体と
して保全・再生を進めるための仕組みを検討。 ２


